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	まこと保育園
	とうきょう すくわくプログラム　活動報告書
	テーマ：体幹
	１．活動のテーマの設定理由
	本園には、⾃由に使える２か所の園庭（1階と2階の中庭）と屋内の多⽬的ホールがある。そうした環境下で⼦どもたちは⽇常的に⾃ら体を動かして遊んでおり、遊びを通して「早く⾛れるようになりたい」「すいすい⽊登りがしたい」「⼤きくジャンプしてみたい」といった「運動機能向上」への興味を持つ姿が、特に年長児を中心に⾒られた。そこで「体幹」をテーマに設定し、上⼿な体の使い⽅やかっこいい動き⽅などを探求し、⼦どもたちの興味関⼼を深めていきたいと考えた。

	２．スケジュールと活動内容
	★導入 10月の運動会を控えた8月に、子どもたちと保育者とで「体を動かすこと」や「体幹」について考える機会をもった。 図鑑や絵本を通して体の仕組みを知ることで、ふだんはあまり使わない体幹という言葉のイメージを膨らませ、体幹が「胸・お腹・背中・腰・おしりにあたる胴体部分を指す」こと、「体幹を強くすると運動が上手になる」ことなどが共有化された。 同月中旬に運動会の練習が始まると、子どもたちの間でより体幹への興味が増している様子がうかがえた。
	★準備 体幹の探求活動には、子どもたちが好きな巧技台や大型ブロックなどを用いてサーキット運動コースをつくった。初回は保育者主導で、年長児が取り組みやすい難易度を設定。ジャンプ、片足立ち、バランスなどの動作で、体幹を意識できる内容とした。


	全7種類！コースの変遷
	初めての コース！

	サーキット運動コースを体験！
	一本橋
	うんてい
	最後の コース！

	ケンパ
	片足バランス
	はしご登り
	大ジャンプ
	などなど
	★発展その１ 探究活動後は毎回子どもたちと話し合いの時間をもった。 今回のコースでできたこと、難しかったことなどを自由に発表し、体幹を強くするためにコースをどのように改良するかに話がおよんだ。「うんていがしたい」「高い位置ではしごを渡りたい」「ケンケンのコースを長くしたい」「長い1本橋がいい」「高いところからジャンプしたい」など、子どもたちから出た意見を次回のコースづくりに反映させた。 毎回難易度が異なるコースを子どもたちは楽しんでおり、「次の体幹活動はいつ？」という声をたびたび聞くことができた。 ３回目以降では跳び箱にも挑戦した。初めて跳び箱を体験する子どもが多く、最初は怖がっている様子が見られたものの「跳べるようになりたい！」という憧れの気持ちが見られた。

	高い台の上からリングに向かってジャンプ！
	忍者みたいに かっこよく！ 飛び石ジャンプ
	みんなで初めての跳び箱に挑戦！
	ぞうきんがけ（年少児）
	ソリ遊び
	つなひき（年少児）
	★0歳からの「体幹」
	斜面＆階段 登り
	コンビカー
	2歳児クラスの バランス遊び
	★遊びを通した「体幹」づくり
	★まとめ　～「体幹」だけにとどまらない数々の体験
	バケツで水運び

